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　　１月の生活目標は「手洗い うがい をしっかりしよう」です。 さいたま市立馬宮西小学校

　　ご家庭でも「基本の手洗い」について確認してみましょう。

 

 

　　

　

１月２2日（月）～２6（金）は給食週間です。

給食週間では、給食集会や教頭先生のリクエスト給食・お話給食など、

さまざまな取組が予定されています。給食週間の取組を紹介します。

☆☆☆ 節 分 ☆☆☆

節分は、もともと季節を分ける日のことで、立春・立夏・立秋・立冬の前日のこと

でした。時代を経て、立春の前日だけが、節分行事の代表になったと言われています。

「鬼は外」のかけ声とともに豆をまくのは、豆が持つ「富力」をもって、災いを追い

払う意味があります。また、この日には「柊（ひいらぎ）」の枝に鰯の頭を刺して、

門や軒下に立て、邪気を払うという習慣もあります。

最近では、関西地方で一般的だった「恵方巻き」の習慣が関東でも行われるように

なりました。今年の恵方は「東北東」です。恵方の方角を向いて、一人一本の恵方巻

きを丸かじりします。切ったり、食べている途中で中断したりすることは「幸運」が

逃げると言われているそうです。

今年の節分は２月３日（土）です。給食では、少し早めの２月１日（木）に節分給

食「セルフ恵方巻き」が登場します。児童全員が自分の分の恵方巻きを自分で作りま

す。「上手にできた？」など、ぜひご家庭でもお声かけください。

食の歳時記

１月２２日（月）

＜給食のはじまり＞

日本で最初の学校給食は明治２２年に

山形県鶴岡市の小学校で、貧しい子ども

たちのために始まりました。

初めの給食は写真のように「塩おにぎ

り」「鮭」「つけもの」だけでした。

2２日は、給食のはじまりを振り返っ

て「おむすび」「鮭の塩焼き」「みそ汁」

「浅漬け」の献立です。

当日のおむすびは、調理員さんがそれ

ぞれの学年に合わせたサイズのおむすび

を一つ一つ愛情を込めて握る「手作りお

むすび」です。調理員さんにとっても、

児童の成長を感じられる心の温かくなる

献立です。また、今年も５・６年生とな

かよしさんは、自分でおむすびを握りま

す。自分で握ったおむすびは、特別な美

味しさが味わえると思います。

１月２４日（水）

＜教頭先生リクエスト給食＞

放送給食委員会では、教頭先生にリクエ

ストした給食についてインタビューをしま

した。

当日の放送や「げんきのもと」でお伝え

します。

１月２３日（火）

＜お話給食＞

今回の本は「おだんごスープ」です。

給食の時間に図書館司書の佐藤先生が

読み聞かせをしてくださいます。

どんなお話な

のでしょう!?

お楽しみに！

１月２５日（木）

＜放送給食委員会献立①＞

牛乳 麦ごはん ヤンニョムチキン

わかめスープ 春雨サラダ

１月２６日（金）

＜放送給食委員会献立②＞

牛乳 チーズバーガー

白いんげん豆のスープ

フルーツポンチ

放送給食委員会が２チームに分かれて

献立を決めました。「げんきのもと」

も考えます。

お子様と一緒に

お読みください


